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２ 単元について 

 いろいろな事象の中から、ともなって変わる２つの数量を見つけ出し、表、グラフ、式な  

どに表して、その変化や対応のようすを調べること、さらに、それを活用することは中学校 

３年間のいずれの関数領域における学習においても重要な内容である。 

 特に、この単元はその基礎となるものである。ここではともなって変わる２つの数量をど 

のように見つけるとよいのか、変化や対応のようすをどのように調べるとよいのかについて 

学習するとともに、学んだことをいろいろな事象の考察に活用しようとする態度を身につけ 

させたい。 

 指導にあたっては、式やグラフの扱いなどで形式的な指導に偏ることのないよう、場面設 

定を工夫し、数学的活動を取り入れ、生徒が意欲的に関数関係をとらえ、学ぶ意義を理解す 

るよう展開することが大切である。 

 

３ 生徒の実態 【３０人（男子１７人、女子１３人）】 

 １年Ｂ組は、普段から元気があり、男女の仲もよく、グループ学習やグループテストへの 

取り組みが非常によくできる学級である。グループ学習やグループテストでは、周りへの配 

慮を持ち、積極的に教え合うことができ、その姿勢が普段の学習へも波及している。 

このような生徒たちの関心や意欲、教え合いの姿勢を大切にし、理解の遅い生徒をフォロ 

 ーしていきたい。 

 ※グループテスト：３～４名のグループで３０分～４０分程度で教え合い解くテストです。  

          テストは４種類用意し、グループ内の全員が違うテストを解きます。  

          グループ内の平均点がグループ内の個人の評価となります。  

 

アンケートの質問 

①どちらかといえば、教えてもらうことが多いですか？ 

 教えることが多いですか？ 

アンケート結果 

ａ.教えてもらうことが多い ４２％ 

ｂ.どちらともいえない   ２９％ 

ｃ.教えることが多い    ２９％ 

②①でａかｂと答えた人だけ答えて下さい。 

 グループ学習で人に教えてもらい、わかったことがあ

りますか？ 

ａ.たびたびある      ６５％ 

ｂ.ときどきある      ３５％ 

ｃ.ほとんどない       ０％ 

③①でｂかｃと答えた人だけ答えて下さい。 

 グループ学習で人に教えたことで、わかってもらえた

ことがありますか？ 

ａ.ある          ９４％ 

ｂ.ない           ６％ 



④①でｂかｃと答えた人だけ答えて下さい。 

 グループ学習で人に教えたことで、自分自身がわかっ

たことがありますか？また、ある人はその内容も答え

て下さい。 

ａ.ある          ２５％ 

ｂ.ない          ７５％ 

⑤グループ学習が好きですか？ 

 また、その理由も答えて下さい。 

ａ.好き           ２２％ 

ｂ.どちらかといえば好き  ５７％ 

ｃ.どちらともいえない   １４％ 

ｄ.どちらかといえば嫌い   ７％ 

ｃ.嫌              ０％ 

⑥個人で学習するより、グループ学習の方が勉強がはか

どると思いますか？ 

ａ.グループ学習の方がはかどる 

４３％ 

ｂ.どちらともいえない    ４６％ 

ｃ.個人で学習した方がはかどる 

１１％ 

 ④では、以下のような内容がありました。 

 ・教えることの難しさ ・方程式の文章問題の解き方 ・教え方 ・方程式の解き方 

 ⑤では、以下のような理由がありました。 

 ≪ａ好きとｂどちらかといえば好きの理由≫ 

 ・教えてもらってわかるから：１１名 ・グループで協力して達成感があるから：４名 

・気軽に質問できるから：３名 ・わかってもらえると嬉しいから：２名 

・色々なやり方がきけるから：１名 ・見直しができるから：１名 

 ・教わることで自分の勉強になるし、教えることも自分の勉強になるから：１名 

 ≪ｃどちらともいえないの理由≫ 

・好きでも嫌いでもないから：２名 ・単元によって一人がいいこともあるから：１名 

・グループの得点を下げてしまい申し訳ないから 

≪ｄどちらかといえば嫌いの理由≫ 

 ・教えるのが面倒だから：１名 ・数学があまり好きではないから：１名 

 

このアンケート結果からわかるように、①～④の項目をみると、グループ学習で多くの 

生徒の理解が進んでいることがわかる。しかしその一方で教える側は、教えることで学ん

だと感じていることがあまりないことがわかる。 

 また、⑤の項目のグループ学習を好きか嫌いかでは、ａ好きとｂどちらかといえば好き 

をあわせると、７９％になり、多くの生徒が前向きに取り組んでくれていることがわかる。 

 しかし、⑥の項目の個人で学習するよりグループ学習の方が勉強がはかどるかでは、ａ

グループ学習の方がはかどると思うが４３％、個人で学習した方がはかどると思うが１

１％であり、今後、いかに多くの生徒にグループ学習での効果を実感してもらえるような

工夫をすることができるかが課題である。 

 

 



変化と対応の問題 

Ｑ１  関数であるものを選ぶ。 

正答率 

 ５７％ 

Ｑ２  変域を不等号をつかって表す。  ５７％ 

Ｑ３  文章から比例の式に表し、比例定数を答える。  ６８％ 

Ｑ４  比例の表をうめる。  ７５％ 

Ｑ５  χとｙの値から、比例の式を表す。  ４３％ 

Ｑ６  座標をグラフ用紙にかき込む。  ７５％ 

Ｑ７  グラフ用紙の座標を答える。  ７９％ 

Ｑ８  比例のグラフをグラフ用紙にかく。  ６１％ 

Ｑ９  反比例の表をうめる。 ※１４％(７９％) 

Ｑ１０ χとｙの値から、反比例の式を表す。  ３６％ 

Ｑ１１ 反比例のグラフをグラフ用紙にかく。  ３６％ 

 ※Ｑ９では、χ＝０のときのｙの値を０と答えてしまっている生徒が多く、正答率が低く

なっている。それ以外を正しくうめられている生徒は７９％である。 

 

このテスト結果からわかるように、全体的に正答率は低く、この単元の理解が低いこと

がわかる。特に反比例の問題では、半分以上の生徒が不正解である。また、χとｙの値か

ら式を表す（Ｑ５、Ｑ１０）とグラフをかく（Ｑ８とＱ１１）の問題が比例と反比例とも

に正答率が低いことがわかる。 

次の比例、反比例の利用へと学習を進めるにあたり、特にＱ３、Ｑ５、Ｑ１０のような

問題の正答率を８０％以上を目指したい。 

 

  

 

４ 単元の目標 

 (１)関数の意味を理解する。 

  (２)具体的な事象の考察を通して、比例、反比例の意味を理解する。 

  (３)座標の意味を理解する。 

  (４)比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解する。 

 (５)比例、反比例の見方や考え方を、具体的な事象の考察に利用できるようにする。 

 

５ 単元指導計画（全１８時間扱い） 

（１）関数・・・・・・・・・・・・・３時間 

（２）比例・・・・・・・・・・・・・５時間 

（３）反比例・・・・・・・・・・・・４時間 

（４）関数・比例・反比例の復習・・・２時間 （本時 １/２） 

（５）比例、反比例の利用・・・・・・２時間  

（６）章末テスト・・・・・・・・・・２時間 

    



６ 本時の展開 

（１）題材 関数・比例・反比例の復習 

（２）本時の目標 

  ①学習に意欲的に取り組むことができる。（関心・意欲・態度） 

  ②比例や反比例、その他の関数の問題を解くことができる。（技能） 

  ③解き方や自分の考えを相手にわかりやすく伝えることができる。（見方・考え方） 

（３）本時の展開 

過程 時配 学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援 資料・評価 

導入 

 

 

１０

分 

○クラス全体で、関数や比例、反比

例のポイントをクイズに答えて

確認する。 

①関数について 

Ｑ１これはｙがχの関数になって

いるでしょうか？ 

関数だと思う人は右手、関数で

はないと思う人は左手をあげ

る。全員必ず、どちらかの手を

あげる。 

１．中島先生の体重がχkｇ、安藤

君の体重がｙkｇである。 

２．中島先生と安藤君とは２００cm

離れています。中島先生が安藤

君に近づいた距離をχcm、中島

先生と安藤君の距離がｙcm で

ある。 

②比例について 

Ｑ２比例の特徴を答えなさい。 

≪予想される生徒の答え≫ 

●式について 

・ｙ＝ａχ 

・ａは比例定数 

●表について 

・χの値を２倍、３倍すると

ｙの値も２倍、３倍とな

る。 

・対応するχとｙの値の商は

一定で、比例定数ａに等し

い。 

 

○電子機器(ＰＣとＴＶ)をつかい、

前時までの学習のまとめをクイ

ズ形式で提示する。(Ｔ１) 

 

○各問題で正解している生徒の中

から一人指名し、理由を答えさせ

る。(Ｔ１) 

 

 

 

○Ｑ１終了後、関数の定義を電子機

器(ＰＣとＴＶ)で提示す。『とも

なって変わる２つの変数χ、ｙが

あって、χの値を決めると、それ

に対応して、ｙの値がただ 1 つき

まる。』(Ｔ１) 

 

○生徒の答えを黒板に板書する。

(Ｔ２) 

 

○生徒の手があがらない場合、『式

について、表について、グラフに

ついて、それぞれの特徴について

考えるよう』ヒントを出す。 

(Ｔ１) 

○もう一歩で気が付きそうな生徒  

にアドバイスを与える。（Ｔ２） 

 

 

 

 

①学習に意

欲的に取り

組めている

か 

 

 

 

 



・χ＝０のとき、ｙ＝０にな

る。 

●グラフについて 

・直線 

・原点を通る。 

・比例定数が正ならば右上が   

 りになる。 

・比例定数が負ならば右下が 

 りになる。 

③反比例について 

Ｑ３反比例の特徴を答えなさい。 

≪予想される生徒の答え≫ 

●式について 

・ｙ＝
χ

ａ
 

・χｙ＝ａ 

・ａは比例定数 

●表について 

・χの値を２倍、３倍すると、

ｙの値は
２

１
倍、

３

１
倍とな

る。 

・対応するχとｙの値の積は

一定で比例定数ａに等し

い。 

  ●グラフについて 

   ・双曲線 

   ・比例定数が正ならば、右上

と左下にグラフがある。 

   ・比例定数が負ならば、左上

と右下にグラフがある。 

○グループ学習、グループテストの

意義、方法、ルールを確認する。 

・教える側のメリット：理解の確

認、人に教える技術が向上す

る。 

・教わる側のメリット：個別に分

からないところを教わること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の答えを黒板に板書する。

(Ｔ２) 

 

○生徒の手があがらない場合、『式

について、表について、グラフに

ついて、それぞれの特徴について

考えるよう』ヒントを出す。(Ｔ

１) 

○もう一歩で気が付きそうな生徒  

にアドバイスを与える。（Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒が前向きにグループ学習に 

取り組めるように、教える側、教

わる側の意義や注意事項を電子

機器(ＰＣとＴＶ)で提示する。

(Ｔ１) 

○口頭で次の注意事項を伝える。 

『今回のグループ学習は記号選

択問題が多いので、答えだけ教え

ることのないようにする。必ず、

なぜ、そうなるかを理解させない

と、グループテストで解けるよう

にならない。』ことを伝える。 

(Ｔ１) 



・教え合いの際の注意事項につい

て具体的に説明をする。 

①大きな声を出さない。 

②丁寧な言葉遣いで教えあう。 

③答えを教えるのではなく、考

え方、解き方を教える。 

④グループの進捗状況をお互

いに確認しながら進める。解

けずに困っている人がいた

ら、必ず教える。 

⑤各問題を全員が解き終わっ

た時点で教員を呼び、答えあ

わせをする。 

展開 

 

 

２５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の課題 

  

○プリントが配られたらグループ

学習の隊形になる。 

 

 

 

 

○プリントをグループ毎に教えあ

いながら解く。 

 

≪予想される生徒の反応≫ 

 ・グループ内で、全員が解けない 

問題がある。 

 

 

 

 ・答えだけを教えてしまってい

る。答えだけをうつしている。 

 

 

○大問をグループ全員が解き終わ

ったら、手をあげる。 

※教師を待つ間は先の問題をす

すめる。 

 

 

 

○プリントを配る。(Ｔ１) 

 

○教えあいがスムーズにすすむよ  

うに、工夫して座るよう指示す

る。（教える人と教わる人が隣り

どうしになるよう）(Ｔ１) 

○机間指導をし、正しい態度(言葉

遣いや姿勢等)で教えあいができ

ているか確認する。(Ｔ１，Ｔ２) 

○グループ内で、誰も解けない問題

に関してはグループ全員にアド

バイスする。 

 解く為のヒントを与え、それでも

解けなければ、解いてみせる。 

(Ｔ１，Ｔ２) 

○答えだけをうつしている生徒に

考え方を教師に説明させる。でき

なければ、答えを見せた生徒に教

えさせる。(Ｔ１，Ｔ２) 

○グループ毎に、教師から答えを伝

え、答え合わせをする。 

(Ｔ１，Ｔ２) 

 

 

 

 

資料プリン

ト１ 

 

 

 

 

①学習に意

欲的に取り

組めている

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

②比例や反

比例、その

他の関数の

問題を解く

ことができ

るか 

いろいろな関数の問題を解こう！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０

分 

○グループ内で、間違えた生徒がい

たら、生徒どうし、正しいとき方

を教え合う。 

 

≪予想される生徒の反応≫ 

 ・グループ内で、全員が間違えた

問題がある。 

 

 

 

 

 

○プリントを解き終わったグルー

プは一人が全員分の補助問題プ

リントを教卓からとり、解く。 

○補助プリントは基本的に個人で

解き、裏の解答を見て答えあわせ

をする。 

○補助プリントも解き終わった生

徒はワークをすすめる。 

 

≪予想される生徒の反応≫ 

 ・なかなか教えあいが進まず、遅

れるグループがある。 

 

○６の解答を各グループから全体 

の前で発表する。 

 

 

 

≪予想される生徒の反応≫ 

 ・表より、χが２倍になると、ｙ

が２倍になるから。 

 ・表より、
χ

ｙ
が一定になるから。 

 ・表より、値をさかのぼると、原

点を通ることがわかるから。 

 ・グラフより、グラフを延長する

と、原点を通る直線であること

がわかるから。 

○グループ内で、間違えた生徒がい

たら、正解した生徒が教えるよう

に促す。(Ｔ１，Ｔ２) 

 

 

○グループ内で全員が間違えた問

題は教師がグループ全員に教え

る。 

 間違えた個所を見つけ指摘し、直

させ、それでも正解を導きだせな

ければ、解いてみせる。 

(Ｔ１，Ｔ２) 

○終わったグループが補助プリン

トに進めるように指示を出す。 

 (Ｔ１，Ｔ２) 

○わからない生徒は裏の解答をみ

るか、グループ内で教えあうよう

に指示をだす。(Ｔ１，Ｔ２) 

○補助プリントも解き終わった生

徒にワークを進めるように指示

をだす。(Ｔ１，Ｔ２) 

 

○遅れているグループには教師が

入り、教えあいの活性化を促す。 

 (Ｔ１，Ｔ２) 

○各グループの６の答えあわせを

しながら、答えのパターンを確認

し、教師どうし伝え合う。 

 (Ｔ１，Ｔ２) 

 

○できるだけ多くの解答を各グル

ープが発表できるように、発表グ

ループを選ぶ。(Ｔ１，Ｔ２) 

 

○発表途中で止まってしまった生

徒がいたら、アドバイスをだす。 

 (Ｔ１，Ｔ２) 

③解き方や

自分の考え

を相手に分

かりやすく

伝えること

ができるか 

 

 

 

 

 

 

 

資料プリン

ト２ 



ま と

め 

 

５分 ○グループ学習の成果を確認する。 

 

 

○グループ学習の隊形から通常の

隊形に戻る。 

 

○アンケートに答える。 

 

○次回のグループテストについて

の連絡をする。 

○どこまで解き終わったか挙手さ

せる。(Ｔ１) 

 

○アンケートプリントを配る (Ｔ

１) 

 

 

 

○アンケートを回収する。(Ｔ２) 

 

 

 

資料アンケ

ート 

 

（４）本時の評価 

  ①学習に意欲的に取り組むことができたか。（関心・意欲・態度） 

  ②関数や比例、反比例の問題を解くことができたか。（技能） 

  ③解き方や自分の考えを相手にわかりやすく伝えることができたか。 

（見方・考え方） 


